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「サルコペニア」とは筋肉量が減少し筋力が低下している状態を言いますが、近年サルコペニアでは認

知症、糖尿病、脳卒中などにかかりやすく死亡率が上がると報告されています 1）。 

 

 順天堂大学大学院医学部研究科スポトロジーセンターのグループがサルコペニアと認知症の関係を検討した

「文京ヘルススタディー」 の調査結果が「Clinical Nutrition」という学術雑誌に掲載されました。文京区民

1629 名の高齢者を対象として、身長・体重測定、握力測定、認知機能検査を行い、握力が弱い人（男性 

28kg 未満、女性 18kg 未満）は軽度認知機能障害・認知症のリスクが高いと報告しています。 

筋肉を動かさないと衰えた筋肉から有害物質が分泌される！！ 

 富山大学和漢医薬総合研究所のグループは若齢のアルツハイマー型認知症のモデルマウスで骨格筋を委縮

させると認知症が発症し、委縮した筋肉からはヘモペクチンという物質が分泌され、血液中を流れて脳まで行

き認知症が起こりやすくしている可能性を報告しました 2). この研究はまだ動物実験の段階ですが、筋肉と認

知症に関する分野は将来発展しヘモペクチン以外の物質も発見される可能性があり、詳細が明らかになること

が期待されます。  

齢をとると、甘くて柔らかい食べ物に興味が向きがちですが、①肉や魚、特に肉を食べてたんぱく質をとり、 

②運動は歩くだけではなく筋トレも行いましょう。 
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夏季休診 

 ８月１３日(水)～２０日(水) 



～ 夏の食中毒について ～ 
気温や湿度が高くなるこれからの季節、特に細菌性の食中毒に注意が必要です。 

食中毒菌がついていても、においや味では分かりません。日ごろ過程で注意したいこと。また野外でのバーベキュ

ーや焼き肉の機会に特に注意したい 「カンピロバクター」と「腸管出血性大腸菌（O157 や O111 等）」は腹痛や下

痢、嘔吐などが主な症状です。また、腸管出血性大腸菌は出血性の下痢を引き起こします。（Ｋ．Ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい知識を身につけて食中毒を防ぎましょう！（参考・資料提供：厚生労働省） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■カンピロバクター 

【特徴】 

・鶏、牛、豚の腸管内などに存在し、少量の菌数でも発症 

・熱や乾燥に弱い 

【主な原因】 

・とりわさ、鶏刺しなどの生肉料理、加熱不足の焼き鳥 

 

■腸管出血性大腸菌（O157、O111等） 

【特徴】 

・牛などの腸管内に生息、増殖時に毒素を産生。 

・少量の菌数でも発症。 

・土壌、下水、人間のし尿など自然界に広く分布 

・熱や消毒に弱い。※毒素は熱に強い 

【主な原因】 

・生または加熱不足の牛レバーや牛肉、ユッケ等の喫食。 

 


